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こんにちは、梅雨が明けたとたんに連日の暑さで熱中症に気を付けないといけない気温になって

いますね。熱中症は意外と屋内や夜間にも発生しているそうで、水分と塩分の補給をしておかな

いと、寝ながら足がつる事態になるので気を付けたいです(笑) 

さて、夏が終わるといよいよ消費税の増税が目前となりますが、 

損害保険においても、増税の影響で値上がりの動きが出てきております。 

「火災保険」の値上げについては、2013 年の関東甲信越大規模な雪災、2015 年の台風

15 号により九州地方で大きな被害などの影響で、2013 年から 2015 年までの 3 年間の

保険金支払いが、計算原価をはるかに超えている為です。 

また、老朽マンションの増加により配水管の水濡れ事故が急増しており、築年数の 

古いマンションなどは大幅な値上げとなりそうです。 

あと、更に来年以降、2016 年分からの自然災害の影響で再値上げもありそうです…。 

そもそも保険料には消費税は掛かりません。 

では、何故このタイミングで保険料が値上げになるのでしょうか？ 

保険は消費税法で対象外取引に指定されているため、保険料に消費税は掛かりません。 

他にも対象外取引には土地取引、学校教育等があります。 

しかし、保険会社が支払う修理費や人件費、消耗品費など経費には当然消費税がかかって 

おり、間接的に経費増になる為保険料とは関係なく「原価（経費）」が上がる為です。 

消費税増税後の景気の冷え込みに備えて、キャッシュレス社会の推進を進めたい

政府はポイント還元制度に 2,800 億円を導入予定ですが、200 万店とも言わ

れる対象店舗の内申請しているのは 1 割の 23 万 9,273 店と、2 カ月前にも関

わらず浸透していない感じですね。 

保険に関して言えば、10 月に「火災保険」について各社値上げ。来年に向けて

「自動車保険」についても値上げの動きが聞こえてきております。 
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ただ、保険の改定に関して、保険料は一律の値上げ利ではなく地域や建物の構

造・築年数にも大きく関係するので、ケースバイケースで計算しないと分かり

ませんが、場合によっては 9 月までに契約手続きをやり直すことで値上げを数

年間先延ばしできる事もありそうです。個別にご相談下さい。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メンバー 近況報告 

         

 車買いました！                      岩瀬 英之 

８月１日に初めて購入した自分の自動車が納車になりました。藤が丘から事務所ま

で、入社してからの２年間続けていた自転車通勤は嫌ではなかったですが、改めて

車で通勤してみると暑さや寒さを凌げる快適さを実感し、もう自転車通勤には戻る 

ことはできないなと思いました。購入する車種も色々と迷いましたが、休日にテニス

へ行くときなどは、友人達も乗せることを考え、日産のＳＵＶ車の「エクストレイル」

にしました。実家の車も社用車も軽自動車で、免許を取得して今まで軽自動車しか運

転したことがなかったので、購入した車には、衝突危険を知らせてくれるコーナーセ

ンサー、駐車時などバックギアへ入れた時に３６０度上から見たような画像がナビの

モニターに表示される安全装置を付けました。あとは、自動車保険の特約で付けるこ

とができる“ドライブレコーダー”も興味があったので付けました。これからは、今

までの行動範囲と違い色々なところに行けるようになったので、運転を楽しみながら

行動したいです。でも、装備を過信せず安全運転を心がけたいと思います。   

小川とも子 

  タイムアタック？ 

先月、母の誕生日に久しぶりに料理をしました。偶に自分一人で食べる為に作ることはあっても、誰か

の為に作ったのは久々でした。この間真紀さんが受けた食育講演のレシピの他に、追加でスープを作る

ことにしたのですが、料理に慣れていない人が一度にいくつも作ろうとしてはいけませんね…。野菜を

切って炒めようとしたら調味料が見当たらなかったり、探しているうちにどんどん火が入ってしまった

りととても慌ただしかったです(^^;)しかも父親の仕事の関係でまさかの制限時間付での作業になって

しまい、心配した母に何度も「手伝おうか？」と言われてしまいました。時間には間に合いませんでし

たがなんとか完成。丼１品とおかず 1 品、そしてスープという少ない種類でし

たが結構な時間が経っていてびっくり、そしてスープは何故か全く味がなく、

それにもびっくりしました…。味付けしたはずなのですが、不思議です。 

今回は時間がなかったこともあり、軽くパニックになってしまったのが良くあ

りませんでした。それに、料理経験が少ないのであれば、時間に余裕のある時

にするべきでした。 

料理自体は母が喜んでくれたので、やってよかったと思います。 

難聴と認知症の関係 

最近、テレビや新聞で難聴を放置しておくと認知症の原因になると言われています。 

2017 年に開かれた国際アルツハイマー病会議で、認知症の原因の約 35％は予防可能な 

糖尿病や高血圧、社会的孤立、うつ、そして難聴からきているとのことです。 

難聴になる⇒音の刺激が少ない状態での生活⇒認知機能の低下に…。 

 

現段階では加齢性難聴を治療する方法はないそうですので、中等度以上（聴力レベル 40 デシベル以

上）の難聴と診断されたら、早目に補聴器を使うことを検討した方がよいとの事。 

補聴器の使用では、色々な雑音も入る、使用していても変らないなどと色々な話しを聞きますが、記

事に購入は耳鼻咽喉科を受診し、認定補聴器技術者のいる販売店での購入が良く、調整には 3 ヶ月

から半年はかかると書かれていました。記事を読み私もそろそろ聞こえの検査をして、購入 

を検討しようかな？と思いました。なお、補聴器の購入は医療費控除の対象になりますよ。 

あと、なんと耳の老化は 30 代から始まるということですので、気になる方は耳鼻咽喉科で 

の早めの検査をお勧めします。 

小池 奈菜子 


